
2020年12月21日

学びを深めるために…

※この欄に記されていること

　【註】：引用個所やスライドに関連する講師のコメント

　　☆　：参考文献と参考箇所（キリスト教保育連盟発行書籍）

　　❔　：話し合いの参考に

☆『キリスト教保育ハンドブック』
   p.11「招かれている子ども」を参照

【註】キリスト教保育における子ども観、保育観については是非
      『ともに育つ保育 入門』をお読みください。
      久洋子「キリスト教保育の恵みと希望（1）」p.197～を参照

【註】植物の種でなくても、動物や人間（哺乳類）の受精卵も同
　　　じですね。

☆『新キリスト教保育指針』
　　ｐ.16「キリスト教の人間理解と保育　2）イエスと子ども」を参照

☆『キリスト教保育ハンドブック』
   p.38  「自主性と協調性」、 p.46　「つくり出す環境」を参照
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キリスト教保育を実践する 

東　義也（キリスト教保育連盟理事・尚絅学院大学）



【註】第31条　1. 締約国は、休息及び余暇についての児童の権
　　　利並びに児童がその年齢に適した遊び及びレクリエーショ
　　　ンの活動を行い並びに文化的な生活及び芸術に自由に参
　　　加する権利を認める。 2. 締約国は、児童が文化的及び芸
　　　術的な生活に十分に参加する権利を尊重しかつ促進する
　　　ものとし、文化的及び芸術的な活動並びにレクリエーショ
　　　ン及び余暇の活動のための適当かつ平等な機会の提供
　　　を奨励する。

【註】子どもの権利という視点から考えると、核兵器禁止条約も
　　　重要です。これは国連の会議で2017年に採択され2021年
　　　1月に発効されます。批准した国と地域が50に達したから
　　　です。しかし、世界で唯一の被爆国・日本はなんと未だに
　　　批准しません。広島・長崎の人たち、また、核兵器を貯蔵
　　　しかねない、もう格納しているかもしれない米軍基地を抱
　　　える沖縄の人たちのことを考えると、心が締め付けられま
　　　す。世界の子どもたちの豊かな成長と平和を願うならば、
　　　当然核兵器などは廃絶・根絶されなければならないと私
　　　は思います。

　　　（第1回の感想から…）

　　　　・コロナ禍での葛藤

　　　　・自然との関わり
☆『ともに育つ保育　入門』
   p.78 「自然との触れあい」、p.149「センス・オブ・ワンダー」を参照

【註】平井先生は、悪戯（いたずら）は大事、順調に発達してい
　　　る証拠だと言っていました。　それは大人にとって困ること
　　　かもしれないが、決して悪いことではない。　困るからとい
　　　う理由で取り上げるのは良くない。　それは子どもの自発
　　　性の発揮を妨げることになる、とも仰っていました。

☆『ともに育つ保育　入門』p.75 「子どもらしい遊びの回復」、
　『新キリスト教保育指針』ｐ.46～48「遊び－共に育つ経験」
　『キリスト教保育50の質問』
　 p.30 「Ⅱ保育の実践　1.遊びを大切にする保育とはどういう
　　ことですか」を、それぞれ参照

【註】待つということを私は「忍待」と書いたりします。

【註】「支えるということは、相手の気持を受け入れ、共感しつ
　　　つ、一方に希望を持っていることかと思う。希望を持つと
　　　いうことは、結果に対する期待というより、未来に向かっ
　　　て心をひらくことであろう。　そばにいる大人がそのような
　　　思いでいる時、子どもも心をひらくことができることと思う。」
　　　津守房江『育てるものの日常』婦人之友社、1988、p.99
　　　「傍立つ」についても同書p.30を参照

☆『キリスト教保育ハンドブック』
　　p.61　「子どものこころがわかる」を参照

❔　あなたにとって意味のあるように見える遊び（わかりやすい
　　遊び）、意味がよくわからない遊びを思い浮かべてみましょう。
　　子どもにとっての意味はどんなものでしょう。
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【註】 久洋子「キリスト教保育の恵みと希望（2）」
　　　『ともに育つ保育 入門』、2018年、p.220

☆『キリスト教保育50の質問』
　　p.24　「Ⅰキリスト教保育　8.なぜ『聖書』を子どもに語る
　　のですか」を参照

❔　子どもたちとのお祈り、礼拝でうれしかったこと、また、難しい
　　　なと感じるのはどんなことでしょう。

☆『ともに育つ保育　入門』
　　p.120「何に価値を置いて保育を」を参照

【註】松隈玲子「未来を思いつつ、今を大切に（1）」
　　　『ともに育つ保育 入門』、2018年、p.232

☆『キリスト教保育ハンドブック』
　p.58　「信頼を築く」を参照
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　　　（第1回の感想から…）
【註】あぶくま守行編『矢内原忠雄による「日々のかて」』
　　　キリスト教図書出版社、2002年を参照

　　　・自然や生き物（いのち）から学ぶとは

❔　いのちや死について、子どもたちと話すのはどんな時でしょう。

　

【註】参考までに同じような箇所が、
　　　マタイによる福音書9:20-22
　　　マルコによる福音書5:25-34　にあります。

【註】レビ記15章を参照

☆『キリスト教保育ハンドブック』
　　p.11「招かれている子ども」を参照

☆『キリスト教保育50の質問』
　　p.22 「Ⅰキリスト教保育　7.『聖書』とはどういう書物ですか」を
　　参照

☆『新キリスト教保育指針』 p.20 「保育者にとってのキリスト教保育」、
　　『キリスト教保育ハンドブック』 p.62　「保育者の影響」、
　　『キリスト教保育50の質問』
　　p.72 「Ⅳ保育者　5.子どもから学ぶということはどういうこ
　　とですか」を、それぞれ参照

❔　「保育者が引き出す⇄子どもが引き出す」
　　具体的な保育の場面では、どのような事例があるでしょう。
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☆『新キリスト教保育指針』
　　ｐ.102 「保育者として生きる　5 神に委ね、希望をもって生きる」を
　　参照

MEMO
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